
 

【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号：D-21-3 

事 業 名：荒浜雨水ポンプ場吐出槽改良事業 

事 業 費：総額 30,352千円 国費 22,764千円 

（内訳:設計費 9,720千円、工事費 20,632千円） 

事業期間：平成 26年度～平成 28年度 

事業目的：東日本大震災による広域的な地盤沈下及び阿武隈川河川堤防の嵩上復旧に伴い、荒

浜雨水ポンプ場の吐出槽の高さを復旧後の河川堤防（T.P.7.2ｍ）まで嵩上する。 

 

事業地区：荒浜地区 

事業結果 

＜平成 26年度、27年度 明許繰越＞ 実施設計 

＜平成 27年度、28年度 明許繰越＞ 吐出槽嵩上工事、吐出槽嵩上 H＝1.45ｍ 

 

事業の実績に関する評価 

 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価  

〇当該事業で整備した吐出層の嵩上げは、大雨や高潮発生時にも排水機能が維持でき、浸

水被害の防止に十分な役割を果たしている。 

  

⇒ 上記を踏まえ、本事業は事業目的に即した効果を発揮していると判断する。  

  

② コストに関する調査・分析・評価 

〇積算基準（下水道用設計標準歩掛表、土木工事標準積算基準書等）に則り事業を推進し 

たため、事業費は妥当といえる。   

  

⇒ 上記を踏まえ、本事業に要したコストは妥当と判断する。  

  

③ 事業手法に関する調査・分析・評価   

   想定事業期間 実際の事業期間 

調査・測量・設計 平成27年 1月～平成27年11月 平成27年 1月～平成27年11月 

工事 平成27年12月～平成28年 6月 平成27年12月～平成28年 6月 

    ⇒ 想定した事業期間内に完了しており、事業手法として妥当であったと判断する。 

  

 
 

事業担当部局 

亘理町上下水道課施設班 電話番号：0223-34-0515 

 


